
要
旨
『
永
楽
大
典
」
に
は
、
元
以
前
の
成
書
も
多
数
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
逸
亡
の
書
を
た
ど
る
上
で
学
術
上
貴
重
な
資
料
の
宝
庫
と
も

な
っ
て
い
る
。
同
書
に
は
、
編
纂
資
料
と
し
て
「
蒙
求
』
型
類
書
も
利
用
さ
れ
、
明
代
初
期
に
お
け
る
「
蒙
求
』
及
び
そ
の
一
群
の
書
の
様
相

を
知
る
に
は
、
好
古
の
資
料
と
い
え
よ
う
。
よ
っ
て
、
『
永
楽
大
典
』
よ
り
関
係
の
快
文
の
抽
出
を
試
み
、
検
討
を
行
う
。

『
永
楽
大
典
』
収
載
の
『
蒙
求
』
一
群
の
害
に
つ

Ｉ
明
代
初
期
に
お
け
る
『
蒙
求
』
受
容
史
管
見
Ｉ

い
て相

田

満
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百
戦
の
後
に
覇
業
を
遂
げ
た
明
の
太
祖
は
、
非
常
時
の
整
斉
と
文
化
の
啓
発
振
興
に
思
い
を
致
し
、
儒
臣
を
尊
重
し
て
眺
広
孝
等
を
重

く
用
い
て
、
解
緒
の
上
奏
文
に
よ
る
類
書
製
作
を
起
案
を
嘉
納
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
俗
に
老
英
雄
法
（
歴
代
君
主
牢
籠
人
才
の
法
）

と
呼
ば
れ
る
、
前
代
王
朝
の
遺
臣
を
文
芸
的
事
業
に
専
従
き
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
才
能
・
労
力
を
消
耗
せ
し
め
る
と
い
う
歴
代
君
主

の
統
治
法
を
踏
襲
す
る
意
図
も
あ
っ
た
よ
う
だ
。
し
か
し
、
初
度
の
企
画
は
解
緒
が
江
西
道
監
察
御
史
と
な
っ
た
た
め
に
、
沙
汰
止
み
と

（
１
４
０
３
）
（
１
９
日
）
（
ｌ
３
６
９
Ｉ
１
４
１
５
）

な
る
が
、
成
柤
の
代
の
永
楽
元
年
七
月
丙
子
に
至
り
、
侍
読
と
し
て
呼
び
戻
さ
れ
た
解
緒
を
中
心
に
類
書
作
成
の
詔
が
再
び
発
さ
れ
、

こ
こ
に
編
纂
事
業
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
２
１
日
）

こ
の
事
業
は
、
永
楽
二
年
十
一
月
丁
巳
に
一
年
四
ヶ
月
で
完
了
し
、
『
文
献
大
成
』
が
出
来
上
が
っ
た
が
、
成
祖
は
そ
れ
に
満
足
で
き

（
１
４
０
８
）

ず
、
再
修
の
詔
が
下
さ
れ
た
。
そ
こ
で
、
再
度
永
楽
三
年
正
月
よ
り
南
京
の
文
淵
閣
に
て
作
業
が
進
め
ら
れ
、
二
年
後
の
永
楽
六
年
十
二

月
に
至
り
完
成
を
見
た
。
こ
の
書
は
、
五
代
十
国
、
宋
・
遼
・
金
・
元
諸
朝
の
秘
蔵
書
を
蒐
集
し
、
元
以
前
の
典
籍
の
供
文
・
秘
典
の
世

に
伝
わ
ら
ぬ
も
の
、
世
上
に
流
布
せ
ぬ
も
の
ま
で
、
そ
の
全
編
か
ら
転
写
が
行
わ
れ
、
編
纂
さ
れ
た
百
科
全
書
と
で
も
言
う
べ
き
も
の
で

（
１
）

あ
る
。
纂
集
に
あ
た
っ
て
は
、
資
料
を
類
別
し
、
纂
修
後
、
韻
字
に
従
っ
て
再
配
列
が
施
さ
れ
、
最
終
的
に
は
二
万
二
千
九
百
三
十
七
巻

（
含
・
凡
例
目
録
六
十
巻
）
、
千
九
十
五
冊
（
含
・
目
録
九
十
冊
）
、
収
載
字
四
億
二
千
余
言
の
規
模
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
こ
の
害
は
眺

広
孝
等
に
よ
り
表
と
と
も
に
上
呈
さ
れ
、
成
祖
よ
り
『
永
楽
大
典
』
の
名
が
下
賜
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

「
永
楽
大
典
』
の
撰
集
に
は
、
後
に
文
淵
閣
蔵
書
の
基
礎
と
な
る
「
数
百
万
巻
」
と
も
云
わ
れ
た
原
本
が
利
用
さ
れ
た
。
た
だ
し
、
後

述
の
如
く
『
永
楽
大
典
』
内
に
は
、
現
在
行
わ
れ
て
い
る
分
韻
配
列
に
よ
る
も
の
の
外
に
、
今
一
部
原
本
の
ま
ま
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
も

（
２
）

あ
っ
た
よ
う
で
、
同
様
に
「
永
楽
大
典
」
に
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
後
に
永
楽
大
典
再
輯
本
と
し
て
四
庫
全
書
に
引
き
継
が

第
一
節
は
じ
め
に

－403－



れ
る
際
の
基
幹
資
料
に
な
り
、
供
書
の
多
く
含
ま
れ
る
同
書
の
文
献
学
的
価
値
を
高
か
ら
し
め
る
一
因
に
も
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
現

（
３
）

存
の
『
永
楽
大
典
」
は
、
散
逸
の
災
禍
を
幾
度
も
蒙
っ
た
結
果
、
そ
の
原
峡
の
二
十
八
分
の
一
の
規
模
に
過
ぎ
な
い
。

さ
て
、
こ
の
『
永
楽
大
典
」
編
纂
資
料
に
は
、
唐
李
潮
撰
の
「
蒙
求
』
及
び
、
そ
の
続
撰
書
群
と
も
言
う
べ
き
異
種
「
蒙
求
」
も
利
用

密
に
調
査
す
る
必
要
が
あ
る
。

周
知
の
如
く
「
蒙
求
』
は
、
日
中
に
お
い
て
最
も
息
長
く
享
受
さ
れ
て
き
た
典
籍
の
一
つ
で
あ
る
。
同
書
は
、
故
事
暗
謂
の
便
を
図
る

た
め
に
作
ら
れ
た
四
言
詩
に
注
が
付
さ
れ
た
も
の
だ
が
、
そ
こ
で
扱
わ
れ
る
故
事
の
内
容
が
広
博
で
あ
る
こ
と
や
、
そ
の
意
匠
の
独
創
性

か
ら
、
同
書
を
受
容
す
る
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
・
国
に
お
い
て
、
実
に
様
々
な
形
で
の
注
の
改
変
と
続
撰
書
の
輩
出
が
促
さ
れ
、
近
代
に
至
っ

て
い
る
。
そ
の
輩
出
・
受
容
の
生
命
力
を
支
え
た
原
動
力
と
し
て
、
『
蒙
求
」
注
釈
書
の
他
に
、
そ
の
亜
流
の
書
と
も
い
う
べ
き
異
種

「
蒙
求
」
の
輩
出
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
そ
の
こ
と
が
、
「
蒙
求
」
と
い
う
言
葉
を
害
各
の
概
念
か
ら
離
れ
て
、
単
に
入
門
・
初
学
者
向
け
の

意
匠
と
い
う
普
通
名
詞
的
な
意
味
で
通
用
さ
せ
る
に
至
っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
書
群
の
輩
出
状
況
に
つ
い
て
は
、
既
に
別
稿
で
ふ
れ
た

（
４
）

が
、
『
永
楽
大
典
』
の
編
ま
れ
た
明
代
に
は
既
に
宋
の
徐
子
光
に
よ
り
補
注
を
施
さ
れ
た
、
い
わ
ゆ
る
新
注
本
も
流
布
し
て
い
た
。

徐
子
光
補
注
本
は
、
注
文
に
校
訂
が
行
わ
れ
る
と
と
も
に
、
注
の
引
用
に
際
し
て
は
な
る
べ
く
俗
書
を
排
し
、
正
史
に
寄
せ
て
改
変
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
あ
る
意
味
で
幼
学
書
に
規
範
性
を
付
加
さ
せ
た
も
の
と
も
い
え
る
が
、
注
文
が
長
文
化
し
た
た
め
、
読
者
は
そ
れ
を

本
文
と
し
て
読
む
傾
向
を
生
ぜ
し
め
る
こ
と
に
も
な
っ
た
。
そ
れ
は
一
方
で
、
『
蒙
求
」
自
体
が
分
韻
隷
事
の
類
書
と
し
て
も
扱
わ
れ
素

地
を
生
み
、
『
永
楽
大
典
」
の
編
蟇
資
料
の
一
つ
に
加
え
ら
れ
る
契
機
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
だ
が
、
同
時
に
、
『
蒙
求
』
の
注
文

の
様
相
を
複
雑
化
さ
せ
る
一
因
と
も
成
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
『
蒙
求
』
の
受
容
史
の
考
察
に
は
、
各
時
代
ご
と
の
受
容
の
様
相
を
厳

さ
れ
て
い
る
。

本
稿
は
、
そ
の
調
査
の
一
環
と
し
て
起
稿
し
た
も
の
で
あ
る
。
併
せ
て
、
『
永
楽
大
典
」
の
編
纂
作
業
の
一
端
も
考
察
し
た
い
。
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冒
頭
で
も
ふ
れ
た
如
く
、
『
永
楽
大
典
』
内
に
は
、
今
一
部
原
本
の
ま
ま
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
。
そ
の
指
摘
は
、
松
崎
鶴
雄

氏
「
永
楽
大
典
に
就
い
て
」
二
満
蒙
』
第
十
八
年
四
月
号
［
昭
和
十
二
年
四
月
］
）
一
○
三
頁
付
記
に
以
下
の
如
く
記
さ
れ
る
所
に
拠
る
。

永
楽
大
典
の
如
く
事
類
に
よ
り
韻
字
別
に
配
列
さ
れ
た
も
の
は
、
原
書
の
全
部
を
見
る
の
に
頗
る
面
倒
で
あ
る
。
四
庫
全
書
に
採

輯
さ
れ
た
と
い
ふ
点
に
つ
い
て
筆
者
は
疑
問
を
抱
い
て
い
た
が
、
今
回
羅
振
玉
翁
の
帰
宅
を
待
っ
て
、
こ
の
疑
団
が
氷
釈
し
た
。

羅
説
に
よ
る
と
、
永
楽
大
典
に
は
、
現
在
し
て
い
る
分
韻
排
列
に
よ
る
も
の
鼠
外
に
今
一
部
原
本
の
ま
ま
に
筆
写
さ
れ
た
も
の
が

あ
っ
て
、
四
庫
全
書
に
は
其
中
か
ら
採
輯
さ
れ
た
。
翁
の
所
蔵
に
か
、
る
嘉
靖
年
間
の
写
本
の
大
典
周
易
一
冊
を
示
さ
れ
た
か
ら
證

擦
は
確
実
で
あ
る
。
そ
れ
は
厚
冊
大
本
で
、
而
も
欧
陽
風
の
正
措
大
字
本
で
あ
っ
た
。
此
確
證
を
得
た
の
で
蕊
に
特
筆
し
て
置
く
。

右
の
記
述
は
、
一
面
で
は
四
庫
全
書
中
の
『
永
楽
大
典
』
本
が
、
『
永
楽
大
典
』
各
巻
か
ら
、
左
記
の
如
き
策
紙
を
以
て
供
文
が
抽
出

さ
れ
、
そ
れ
ら
が
全
て
煩
雑
な
復
元
作
業
を
経
て
完
成
さ
れ
た
と
い
う
理
解
を
否
定
す
る
見
解
に
陥
り
が
ち
の
弊
も
併
有
す
る
。
し
か
し
、

◎
表
Ｉ
の
如
く
、
四
庫
全
書
永
楽
大
典
輯
供
書
の
作
業
の
痕
跡
を
留
め
る
資
料
も
残
さ
れ
る
故
、
基
幹
的
資
料
が
今
一
部
同
じ
「
永
楽
大

典
』
内
に
別
に
あ
る
も
の
も
存
在
し
た
と
い
う
程
度
の
理
解
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

第
二
節
目
録
中
の
『
蒙
求
』
・
異
種
『
蒙
求
』

－405－



北
「
ご
ブ
（
》
０

な
お
、
「
蒙
求
」
撰
者
「
李
渤
」
の
表
記
に
つ
い
て
は
、
古
来
、
「
潮
・
翰
・
幹
・
瀞
」
と
、
表
記
が
ま
ち
ま
ち
ゆ
え
で
あ
っ
た
。
そ
の

た
め
、
引
用
の
際
に
は
原
典
の
表
記
を
尊
重
し
、
あ
え
て
統
一
は
と
っ
て
い
な
い
こ
と
を
付
言
し
て
お
く
。

『
蒙
求
』
に
関
す
る
書
に
つ
い
て
は
、
『
永
楽
大
典
目
録
』
〈
連
街
諺
叢
書
・
霊
石
楊
氏
栞
〉
か
ら
◎
表
Ⅱ
の
よ
う
な
記
述
が
抽
出
で

◎
表
Ｉ
四
庫
全
書
纂
輯
『
永
楽
大
典
』
供
書
篭
條
（
大
英
博
物
館
蔵
本
巻
末
篭
紙
）

鵬
氏
可
書

》
箔
硯
諮

-406-



『永楽大典」収載の『蒙求』一群の書について（相田）

挙
例
の
巻
々
は
、
全
て
散
逸
の
災
禍
を
被
っ
て
い
る
た
め
、
現
在
の
と
こ
ろ
そ
の
具
体
的
内
容
は
不
明
で
あ
る
。
し
か
し
、
巻
之
八
千

八
百
七
十
九
～
巻
之
八
千
八
百
八
十
三
に
至
る
一
連
の
巻
の
内
訳
表
記
法
は
、
そ
の
巻
内
に
原
本
の
ま
ま
全
文
が
筆
写
さ
れ
た
も
の
が
収

め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
推
測
を
裏
付
け
る
記
述
に
な
っ
て
い
る
。
と
す
れ
ば
、
『
永
楽
大
典
」
の
散
供
が
甚
だ
し
か
っ
た
一
因
に
、
こ
う

し
た
原
本
の
ま
ま
に
筆
写
さ
れ
た
巻
々
が
多
数
存
在
し
た
こ
と
も
加
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
。

◎
表
Ⅱ
『
永
楽
大
典
目
録
」

に
見
え
る
『
蒙
求
』
関
係
巻
目
（
［
川
Ｕ
筆
者
）

-407-

巻
二
八

巻
一

一

四

巻
一

一

四

巻
二
四

巻
二
四

巻
二
四

巻

一

一

一

目
録
巻

五
語

女

二
十
尤

求

二
十
尤

求

二
十
尤

求

二
十
尤

求

二
十
尤

求

一

一

支

時

韻
・
韻
子
目

一
○
八
○
三

八
八
八
三

八
八
八
二

八
八
八
一

八
八
八
○

八
八
七
九

九
六
○

巻

訓
女
蒙
求

一
三
字
蒙
求
三
一
一
続
蒙
求
等
書
名
一

3剣ヨ1
事
韻
五
詩
文
関
尹
子
時
方
章
抱
朴
子
時
難

篇
關
幽
閉
幽
釈
時
論
夏
四
時
書
唐
四
時
纂
要

周
時
訓
准
南
鴻
烈
解
時
則
訓
汲
家
周
書

時
訓
解
呂
氏
春
秋
審
時
篇
呂
氏
春
秋
首
時
篇

王
充
論
衡
謂
時
篇
医
書
素
間
順
気
一
日
分

為
四
時
篇

記
事



前
掲
の
巻
々
は
全
て
散
供
に
か
か
る
が
、
そ
こ
に
記
載
さ
れ
た
書
の
供
文
（
巻
之
八
千
八
百
八
十
三
「
続
蒙
求
等
書
名
」
を
除
く
）
は
、

そ
れ
ぞ
れ
別
の
巻
に
分
収
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
以
下
、
そ
れ
ぞ
れ
の
供
文
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
特
に
明
代
の
受
容
の
実
態
の
知
れ
る

所
の
少
な
い
『
蒙
求
』
関
係
の
快
文
に
つ
い
て
若
干
の
検
討
を
加
え
た
い
。

『
永
楽
大
典
』
の
頭

通
り
に
分
類
で
き
る
。

『
永
楽
大
典
」
は
標
題
隷
事
型
の
類
書
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
引
か
れ
る
注
文
の
質
は
、
四
庫
全
書
の
採
輯
資
料
と
し
て
供
さ
れ
る
如
く
、

原
典
に
復
元
可
能
な
、
確
度
の
高
い
資
料
が
多
い
。
そ
の
理
由
は
、
編
纂
に
あ
た
っ
て
は
直
接
の
原
典
か
ら
切
り
抜
き
が
行
わ
れ
た
か
ら

で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
、
『
蒙
求
』
受
容
史
上
、
判
然
と
し
な
い
要
素
の
多
い
明
代
の
享
受
の
実
態
を
考
え
る
上
で
、
『
永
楽
大
典
』
に
引

か
れ
る
供
文
を
検
討
す
る
価
値
は
高
い
。

『
永
楽
大
典
』
の
現
存
諸
巻
中
の
供
文
に
現
れ
る
『
蒙
求
』
関
係
記
事
は
存
外
少
な
い
も
の
の
、
大
別
し
て
二
通
り
、
細
分
す
れ
ば
三

ま
た
、
巻
之
八
千
八
百
八
十
三
の
「
続
蒙
求
等
書
名
」
と
い
う
記
述
は
、
『
蒙
求
』
だ
け
で
は
な
く
、
異
種
『
蒙
求
』
群
に
お
い
て
も
、

一
分
類
を
立
て
ら
れ
る
程
の
輩
出
を
呈
し
て
い
た
こ
と
の
証
左
と
な
ろ
う
。

Ａ
、
『
蒙
求
」
か
ら
直
接
引
用
さ
れ
た
と
覚
し
き
も
の

Ａ
ｌ
ｌ
・
引
用
書
名
が
『
蒙
求
』
と
表
記
さ
れ
る
も
の

（
マ
マ
）

Ａ
ｌ
２
・
引
用
書
名
が
『
李
翰
蒙
求
』
と
表
記
さ
れ
る
も
の

第
三
節
注
文
に
摂
収
さ
れ
た
『
蒙
求
』
及
び
異
種
『
蒙
求
』

三
’
一
注
文
に
摂
収
さ
れ
た
『
蒙
求
』

／
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（
マ
マ
）

Ｂ
・
他
書
か
ら
引
用
文
中
に
『
蒙
求
』
・
『
李
翰
蒙
求
』
が
見
え
る
も
の

以
下
、
具
体
的
に
侠
文
の
本
文
を
検
討
し
た
い
。

こ
の
型
の
も
の
は
、
二
件
摘
出
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
左
記
の
通
り
。

（
１
）
〈
引
用
書
名
〉
蒙
求
〈
巻
〉
１
３
４
５
３
〈
韻
〉
二
責
ｌ
士
〈
丁
〉
九
ウ
６
〈
標
題
〉
志
尚
士

〈
注
文
〉
閻
闇
幽
後
漢
毛
義
。
張
奉
慕
其
名
。
往
候
之
。
坐
定
而
府
徴
至
以
義
守
令
。
義
奉
撒
而
入
喜
動
顔
色
。
奉
者
志
尚
士

也
。
心
賤
之
。
及
義
母
死
去
官
。
徴
不
至
。
奉
嘆
日
。
往
日
之
喜
乃
為
親
屈
也
。

こ
の
記
事
は
、
「
五
七
毛
義
奉
撒
」
の
故
事
に
該
当
す
る
が
、
左
記
の
代
表
的
な
本
文
と
比
較
し
て
み
る
に
、
徐
子
光
補
注
本

系
の
本
文
が
節
略
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
（
＊
一
致
、
不
一
致
）

（
５
）

ａ
、
徐
子
光
補
注
「
蒙
求
』
「
五
七
毛
義
奉
徽
」

◎
Ａ
ｌ
ｌ
・
引
用
書
名
が
「
蒙
求
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の

以
礼
。
後
挙
賢
良
、
公
車
徴
不
至
。
張
奉
歎
日
、
賢
者
固
不
可
測
。
往
日
之
喜
、
乃
為
親
屈
。
所
謂
家
貧
親
老
、
不
択
官
而

仕
者
也
。
章
帝
下
詔
、
褒
寵
義
、
賜
穀
千
餅
、
常
以
八
月
、
長
吏
問
起
居
、
加
賜
羊
酒
。
寿
終
干
家
。

ｂ
、
国
会
図
書
館
蔵
大
永
五
年
書
写
本
（
訓
点
を
略
す
）

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ

薄
之
。

後
漢
毛
義
字
少
節
、
盧
江
人
。
家
貧
以
孝
行
称
。
南
陽
張
奉
慕
其
名
往
候
之
。
坐
定
而
府
撒
適
至
、
以
義
為
守
令
。
義
奉
撒

後
漢
毛
義
字
少
節
、
家
貧
而
以
孝
称
。
張
奉
慕
其
名
往
候
之
。
座
定
府
徴
適
至
。
以
義
為
令
。
義
捧
椴
而
入
喜
動
顔
色
。
奉

而
入
喜
動
顔
色
。
奉
者
志
尚
士
也
。
心
賤
之
。
自
恨
来
、
固
辞
而
去
。
及
義
母
死
去
官
行
服
。
数
群
公
府
為
県
令
、
進
退
必

Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ

後
義
母
亡
、

遂
不
仕
。
奉
歎
日
、
往
日
之
喜
、
所
謂
家
貧
親
老
、
不
択
官
而
仕
者
也
。

I
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〈
注
文
〉
団
閻
目
旧
仙
凹
圖
後
漢
瞳
江
毛
義
。
少
清
節
。
家
世
以
孝
行
称
。
張
奉
慕
其
名
。
往
候
之
。
坐
定
而
府
徴
適
至
。

以
義
守
令
。
其
時
義
為
安
陽
尉
。
府
徴
到
升
為
守
令
。
義
奉
徴
而
入
。
喜
動
顔
色
。
奉
心
賤
之
。
及
義
母
死
。
去
官
行
服
。

後
挙
賢
良
。
公
車
徴
不
至
。
奉
歎
日
。
賢
者
固
不
可
測
。
往
日
之
善
。
乃
為
親
屈
也
。
斯
蓋
所
謂
家
貧
親
老
。
不
択
而
仕

者
也
。
章
帝
建
初
中
。
下
詔
襄
寵
。
賜
谷
千
解
。
常
以
八
月
長
吏
問
起
居
。
加
賜
羊
酒
。
寿
終
子
家
。

『
永
楽
大
典
』
は
標
題
隷
事
型
の
類
書
に
も
関
わ
ら
ず
、
原
引
用
書
に
記
さ
れ
た
標
題
を
踏
襲
す
る
方
針
が
と
ら
れ
て
い
な
い
。
こ
れ

は
、
『
永
楽
大
典
」
の
標
題
を
脚
韻
で
排
列
す
る
た
め
の
措
置
で
、
し
か
も
拠
る
と
こ
ろ
の
韻
書
が
『
洪
武
正
韻
」
で
あ
っ
た
た
め
、
前

代
か
ら
の
韻
の
体
系
と
は
統
一
が
と
れ
ぬ
故
の
こ
と
で
あ
っ
た
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
の
場
合
は
、
明
ら
か
に
『
蒙
求
』
の

注
文
に
該
当
す
る
標
題
が
近
接
し
て
お
り
、
編
纂
担
当
者
に
「
蒙
求
』
に
対
す
る
理
解
が
希
薄
な
こ
と
を
疑
わ
し
め
る
一
条
と
も
な
っ
て

扱
わ
れ
て
他
書
の
『
聖
函

【
参
考
】

義
奉
徴

義
以
手
捧
徴
而
入
。
喜
動
顔
色
。
張
奉
薄
之
。
義
母
亡
、
遂
不
仕
。
奉
反
歎
日
、
居
禄
者
為
親
也
。

特
に
、
『
永
楽
大
典
」
供
文
中
の
「
乃
為
親
屈
也
」
の
表
記
は
、
徐
子
光
注
（
い
わ
ゆ
る
新
注
）
以
外
に
は
見
受
け
ら
れ
ず
、
『
永
楽
大

典
』
の
引
用
文
と
は
、
節
略
さ
れ
た
形
で
一
致
す
る
。

と
こ
ろ
が
、
（
１
）
の
供
文
は
『
蒙
求
」
か
ら
の
引
用
が
な
さ
れ
て
い
る
ゆ
え
、
標
題
と
し
て
「
毛
義
奉
徴
」
が
立
て
ら
れ
て
然
る
べ

き
な
の
だ
が
、
実
際
に
は
、
「
志
尚
士
」
と
い
う
語
句
が
掲
げ
ら
れ
、
「
毛
義
奉
徴
」
と
い
う
標
題
は
、
そ
れ
よ
り
も
前
に
別
項
目
と
し
て

扱
わ
れ
て
他
書
の
『
聖
賢
言
行
故
事
」
よ
り
引
か
れ
て
い
る
。

【
参
考
】
〈
引
用
書
名
〉
聖
賢
言
行
故
事
〈
巻
〉
２
０
８
５
０
〈
韻
〉
二
質
Ｉ
徴
〈
丁
〉
八
オ
６
〈
標
題
〉
毛

Ｃ
、
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
上
巻
古
紗
本

東
観
漢
記
日
。
慮
江
毛
義
、
少
時
家
貧
時
以
孝
行
見
称
。
南
陽
張
奉
慕
其
名
往
候
之
。
座
定
而
府
徴
適
至
。
以
義
為
守
令
。
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考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
。

前
掲
供
文
が
『
蒙
求
』
を
引
用
書
名
に
立
て
て
い
る
の
に
対
し
て
、
左
記
の
如
く
、
『
李
翰
蒙
求
』
を
引
い
て
い
る
一
群
も
あ
る
。
左

掲
の
供
文
の
内
、
（
６
）
は
や
や
徐
子
光
補
注
系
の
内
容
と
や
や
親
近
性
を
有
す
る
が
、
冒
頭
の
「
東
漢
張
楕
」
と
い
う
表
記
は
、
『
蒙
求
」

（
６
）

諸
注
本
で
は
「
後
漢
書
」
あ
る
い
は
「
後
漢
」
と
表
記
さ
れ
る
も
の
で
、
内
容
に
お
い
て
も
徐
子
光
補
注
系
と
同
系
統
と
は
み
な
し
が
た

い
。
さ
ら
に
、
そ
れ
以
外
の
供
文
は
「
蒙
求
』
の
諸
注
本
に
は
見
え
な
い
故
事
を
扱
っ
て
い
る
。

（
８
４
７
１
８
５
９
）

（
７
４
６
）

特
に
（
４
）
中
、
「
大
中
」
年
間
は
唐
の
年
号
で
「
蒙
求
』
の
成
立
と
目
さ
れ
る
唐
の
天
宝
十
五
年
よ
り
も
百
年
の
後
の
記
事
と
な
っ

て
い
る
。
従
っ
て
、
左
掲
の
一
群
の
書
が
同
一
書
か
ら
の
引
用
と
い
う
前
提
に
立
つ
な
ら
ば
、
拠
る
と
こ
ろ
は
全
く
別
本
か
ら
の
も
の
と

今
一
つ
は
、
左
掲
の
通
り
だ
が
、
「
虎
實
」
を
扱
う
故
事
は
「
一
七
伏
波
標
柱
」
中
の
馬
媛
が
建
武
中
に
虎
責
中
郎
将
軍
を
歴
任
し

た
と
い
う
事
に
関
す
る
語
注
の
よ
う
で
、
『
蒙
求
』
諸
注
本
に
該
当
文
は
な
い
。

（
２
）
〈
引
用
書
名
〉
蒙
求
〈
巻
〉
１
３
４
５
３
〈
韻
〉
二
責
ｌ
士
〈
丁
〉
一
○
オ
７
〈
標
題
〉
虎
賞
士
〈
注

文
〉
閻
鬮
幽
虎
責
二
字
。
出
尚
書
周
書
牧
誓
篇
。
（
［
小
字
］
注
云
。
勇
士
稲
也
。
若
虎
實
獣
／
名
言
其
猛
也
。
）

い
ブ
（
》
０

（
マ
マ
）

◎
Ａ
ｌ
２
．
引
用
書
名
が
『
李
翰
蒙
求
』
と
表
記
さ
れ
る
も
の

（
３
）
〈
引
用
書
名
〉
李
翰
蒙
求
〈
巻
〉
６
５
２
３
〈
韻
〉
十
八
陽
１
敗
〈
丁
〉
一
○
ウ
５
〈
標
題
〉
不
在
越
装

〈
注
文
〉
閑
刷
鬮
鬮
幽
宋
王
僧
儒
為
南
海
太
守
。
外
国
舶
物
利
数
倍
。
並
無
所
取
。
嘆
日
昔
人
為
蜀
郡
長
史
。
終
身
無
蜀
物
。

吾
欲
遺
子
孫
者
。
不
在
越
装
。

（
４
）
〈
引
用
書
名
〉
李
翰
蒙
求
〈
巻
〉
９
７
６
２
〈
韻
〉
二
十
二
章
ｌ
函
〈
丁
〉
八
オ
８
〈
標
題
〉
草
詔
百
函
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；

〈
注
文
〉
田
圃
圃
閉
困
唐
劉
字
（
８
ウ
）
子
全
。
幼
苦
学
。
工
属
文
。
才
藻
優
贈
。
大
中
初
為
翰
林
学
士
。
是
時
新
復
河
浬

辺
事
梢
繁
。
院
中
諸
学
士
或
多
請
告
。
環
独
当
制
。
一
日
草
詔
近
百
函
。
不
停
綴
。
詞
理
精
当
。

（
５
）
〈
引
用
書
名
〉
李
翰
蒙
求
〈
巻
〉
１
１
０
７
６
〈
韻
〉
八
賄
ｌ
筆
〈
丁
〉
一
七
ウ
６
〈
標
題
〉
恨
無
尺
釜

〈
注
文
〉
悶
悶
閣
閥
幽
乾
文
送
張
道
士
。
張
道
士
嵩
山
之
隠
者
。
通
古
今
学
有
文
武
長
材
九
年
。
聞
朝
廷
将
治
東
方
諸
侯
貢
賦

之
不
知
法
者
。
三
献
書
不
報
。
長
揖
而
去
。
京
師
士
大
夫
為
詩
以
贈
。
而
愈
為
之
序
。
詩
日
。
張
侯
嵩
山
来
。
面
有
熊
豹
姿
開

口
論
利
害
。
剣
鋒
白
差
差
。
恨
無
一
尺
筆
。
為
国
答
荒
夷
。
云
云

（
６
）
〈
引
用
書
名
〉
李
翰
蒙
求
〈
巻
〉
１
２
１
４
８
〈
韻
〉
二
十
有
ｌ
藪
〈
丁
〉
四
ウ
６
〈
標
題
〉
霞
迩
幽
藪

〈
注
文
〉
閑
剛
剛
鬮
幽
東
漢
掴
榴
判
倒
趨
。
圃
厳
氏
割
洲
古
文
制
笥
。
門
凋
荊
司
川
。
賓
客
慕
之
。
自
父
党
宿
儒
偕
造
門
焉
。

黄
門
貴
戚
之
家
。
皆
起
舎
巷
次
。
以
候
過
客
往
来
之
利
。
所
居
城
市
。
王
府
連
牌
。
挙
賢
良
不
就
。
順
帝
下
詔
告
河
南
尹
日
。

措
。
行
慕
原
憲
。
操
擬
夷
斉
。
軽
貴
楽
賤
。
寅
迩
幽
藪
。
郡
時
以
礼
発
遣
措
復
告
疾
不
到
。

徐
子
光
補
注
「
一
六
一
公
超
霧
市
」

「
後
漢
張
惜
字
公
超
、
成
都
人
也
。
家
河
南
。
通
春
秋
尚
書
。
門
徒
常
百
人
、
自
父
党
夙
儒
偕
造
門
、
車
馬
填
街
、
徒
従

無
所
止
。
黄
門
貴
戚
家
。
皆
起
舎
巷
次
。
以
候
過
客
往
来
之
利
。
槽
疾
其
如
此
、
靭
徒
避
之
。
後
弘
農
山
中
。
学
者
随
之
、

所
居
成
市
。
華
陰
山
南
、
遂
有
公
超
市
。
五
府
連
牌
。
挙
賢
良
方
正
不
就
。
性
好
道
術
。
能
作
五
里
霧
。
後
安
車
膀
之
、

以
疾
辞
。
」
た
る
も
途
中
よ
り
対
校
不
能

（
７
）
〈
引
用
書
名
〉
李
翰
蒙
求
〈
巻
〉
２
０
３
１
１
〈
韻
〉
二
質
ｌ
疾
〈
丁
〉
八
ウ
２
〈
標
題
〉
称
疾
遅
留

〈
注
文
〉
閑
閲
幽
閉
幽
晋
唐
彬
。
与
王
潭
王
溶
代
呉
彬
捺
衝
要
為
衆
軍
前
駈
自
巴
陵
汚
口
以
来
。
諸
賊
所
聚
莫
不
震
灌
倒
戈
肉

【
参
考
】
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す
な
わ
ち
、
類
書
作
成
の
作
業
は
、
基
本
的
に
資
料
蒐
集
↓
編
纂
・
分
類
↓
分
韻
紗
写
と
い
う
流
れ
で
成
立
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、

「
永
楽
大
典
」
の
場
合
、
資
料
規
模
も
大
が
か
り
と
な
り
、
編
纂
作
業
に
お
い
て
も
「
悉
く
皆
字
に
随
ひ
て
収
載
」
含
永
楽
大
典
』
凡
例
）

祖
彬
知
孫
皓
将
降
未
至
建
鄭
百
里
称
疾
遅
留
以
示
不
競
既
而
先
至
者
争
物
。
後
至
者
争
功
。
識
者
高
彬
此
挙
。

〈
備
考
〉
該
当
故
事
不
明

た
だ
し
、
も
う
一
種
の
供
文
と
し
て
、
左
掲
（
８
）
（
９
）
の
如
く
『
蒙
求
」
の
体
裁
に
倣
っ
て
続
撰
さ
れ
た
「
葉
邦
部
和
李
翰
蒙
求
』

が
引
か
れ
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
る
。
同
書
は
『
宋
史
芸
文
志
』
子
部
類
事
類
に
「
葉
才
老
和
李
翰
蒙
求
三
巻
」
と
あ
る
も
の

に
比
定
さ
れ
よ
う
。
そ
の
侠
文
は
左
記
の
通
り
で
、
い
ず
れ
も
『
蒙
求
』
に
は
含
ま
れ
な
い
故
事
を
扱
っ
て
い
る
。

（
８
）
葉
邦
部
和
李
翰
蒙
求
〈
巻
〉
２
０
８
５
０
〈
韻
〉
二
質
ｌ
撒
く
丁
〉
一
○
オ
２
〈
標
題
〉
留
嚢
中
撒

く
注
文
〉
閻
開
剛
削
閖
剛
剛
鬮
幽
唐
楊
再
思
。
第
明
経
。
初
調
元
武
尉
。
至
京
師
舎
逆
旅
。
有
盗
籟
其
衣
嚢
。
再
思
遇
之
。
盗

箸
。
謝
再
思
日
而
苦
貧
。
至
子
嚢
中
徴
無
所
事
。
幸
留
他
物
可
持
去
。

（
９
）
葉
邦
部
和
李
渤
蒙
求
〈
巻
〉
１
０
３
１
０
〈
韻
〉
二
紙
ｌ
死
〈
丁
〉
一
四
オ
７
〈
標
題
〉
抗
降
足
死

〈
注
文
〉
閻
開
剛
削
閑
閻
幽
闘
幽
秦
将
白
起
長
平
之
戦
。
抗
趙
降
卒
四
十
万
人
。
後
秦
復
攻
趙
。
起
称
疾
不
行
。
昭
王
怒
。
遣

人
遣
起
不
得
留
成
陽
。
行
至
杜
郵
。
賜
剣
令
自
裁
。
起
日
。
我
何
罪
。
良
久
日
我
固
当
死
。
趙
降
卒
四
十
万
人
。
我
詐
而
壼
抗

之
。
是
足
以
死
。
遂
自
殺
。

「
永
楽
大
典
』
編
纂
作
業
の
具
体
的
な
様
相
は
判
然
と
し
な
い
が
、
類
書
編
纂
の
逸
話
と
し
て
よ
く
引
き
合
い
に
出
さ
れ
る
、
左
記
の

「
白
氏
六
帖
」
募
集
の
方
法
（
「
四
庫
全
書
総
目
』
巻
一
三
五
、
子
部
類
書
類
一
、
白
孔
六
帖
提
要
）
を
応
用
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

楊
億
談
苑
日
、
白
居
易
作
六
帖
、
以
陶
家
数
十
、
各
題
門
目
、
作
七
層
架
列
斎
中
。
命
諸
生
採
集
其
事
類
、
投
餅
中
、
倒
取

紗
録
成
書
。
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思
わ
れ
、（７

）

ら
れ
る
。

立
と
う
。

れ
な
い
。

し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、

編
纂
担
当
者
に
は
、
必
ず
‐

に
行
え
な
い
ま
ま
「
永
楽
↑

し
た
も
の
と
も
言
え
よ
う
。

概
し
て
標
題
隷
事
型
の
類
書
は
、
伝
播
の
過
程
で
注
文
の
加
除
改
変
を
蒙
り
や
す
い
。
加
え
て
『
蒙
求
』
は
幼
学
書
で
も
あ
る
。
そ
れ

ゆ
え
に
、
標
題
の
文
字
や
注
文
自
体
に
様
々
な
改
変
を
経
て
き
た
こ
と
は
、
現
在
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
諸
伝
本
の
示
す
と
こ

ろ
で
あ
る
。
現
在
の
『
蒙
求
』
の
研
究
動
向
と
し
て
は
、
最
古
注
系
注
本
と
徐
子
光
注
本
を
対
極
と
し
て
、
そ
の
両
性
間
の
ゆ
ら
ぎ
の
中

で
、
受
容
史
を
考
え
る
所
が
多
か
っ
た
が
、
こ
こ
に
示
さ
れ
た
供
文
は
、
そ
れ
よ
り
も
更
に
多
様
な
広
が
り
を
暗
示
す
る
も
の
と
な
っ
て

で
、
受
容
史
を
華

い
る
の
で
あ
る
。

す
る
作
業
が
複
雑
を
極
め
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
事
業
の
規
模
と
し
て
は
『
白
氏
六
帖
』
纂
集
作
業
の
数
千
倍
に
も
な
ろ
う
と

一
心
わ
れ
、
携
わ
っ
た
員
数
は
、
『
大
宗
実
録
」
説
の
二
千
百
八
十
人
説
が
信
用
で
き
、
物
故
者
も
考
え
に
入
れ
れ
ば
、
三
千
余
人
と
考
え

（
７
）

つ
れ
る
。
か
よ
う
な
大
規
模
な
作
業
ゆ
え
に
、
『
葉
邦
部
和
李
翰
蒙
求
」
の
書
名
を
示
す
付
菱
の
冒
頭
部
が
剥
離
し
た
と
の
推
測
も
成
り

坐
と
う
。
ま
た
一
方
で
、
当
時
既
に
現
在
我
々
が
目
に
す
る
こ
と
の
で
き
る
別
種
の
「
蒙
求
」
が
流
通
し
て
い
た
と
い
う
疑
い
も
捨
て
き

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
二
条
が
摘
出
で
き
る
。

（
１
０
）
蒙
求
〈
巻
〉
９
０
９
〈
韻
〉
二
支
ｌ
詩
（
諸
家
詩
目
五
）
〈
丁
〉
一
オ
３

（
マ
マ
）

◎
Ｂ
・
他
書
か
ら
の
引
用
文
中
に
『
蒙
求
』
。
『
李
翰
蒙
求
」
が
見
え
る
も
の

）
と
は
、
一
方
で
明
代
初
期
に
お
い
て
は
、
原
撰
本
や
徐
子
光
補
注
本
系
の
『
蒙
求
』
自
体
の
内
容
が
、
『
永
楽
大
典
」

必
ず
し
も
周
知
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
『
蒙
求
」
に
対
す
る
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ッ
ク
が
十
分

「
永
楽
大
典
」
に
組
み
入
れ
ら
れ
た
こ
と
は
、
そ
の
ま
ま
明
代
初
期
に
お
け
る
『
蒙
求
』
や
注
文
の
混
乱
状
況
を
反
映
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『永楽大典』収載の『蒙求』一群の書について（相田）

余
今
歸
故
郷
。
一
別
如
秦
胡
。
會
見
何
渠
央
。
槍
恨
切
中
懐
。
不
覚
涙
霜
裳
。
願
子
長
努
力
。
言
笑
莫
相
忘
。
二
注
皆
五
言
詩

自
此
始
。
観
其
説
及
詩
中
語
已
不
同
。
而
與
文
選
所
載
詩
。
井
五
臣
注
意
又
異
。
今
兼
録
之
。
以
構
廣
記
。

〈
備
考
〉
．
九
李
陵
初
詩
」
本
条
は
、
古
注
系
『
蒙
求
」
と
徐
子
光
注
系
補
注
の
双
方
を
挙
げ
て
考
察
し
て
い
る
。

ａ
、
国
立
故
宮
博
物
院
蔵
上
巻
古
紗
本

漢
書
。
李
陵
字
少
卿
。
為
建
章
監
。
後
為
将
失
利
遂
降
甸
奴
。
蘇
武
詩
云
。
携
手
上
河
梁
。
遊
子
暮
何
之
。
五
言
詩
自
此
始
。

I
晨
風
鳴
北
林
。
耀
東
南
飛
。
浮
雲
日
千
里
。
安
知
我
心
悲
。
武
別
陵
詩
日
。
隻
鳧
倶
北
飛
。
一
鳧
濁
南
翔
。
子
自
留
斯
舘
。

子
今
歸
故
郷
。
徐
子
光
補
注
。
武
得
還
漢
。
陵
以
詩
贈
別
日
。
携
手
上
河
梁
。
瀞
子
暮
何
之
。
俳
梱
践
路
側
。
恨
恨
不
能
辞
。

蒙
求
注
。

ｂ
、
徐
子
光
補
注

（
１
１
）
李
翰
蒙
求
（
引
会
心
録
）
〈
巻
〉
１
２
０
４
４
〈
韻
〉

〈
注
文
〉
閻
刷
閲
幽
…
…
（
前
略
）
…
…
李
翰
蒙
求
日
。
嘆
酒
。
注
。

’余當
歸
故
郷
。
一
別
如
秦
胡
。
會
見
何
渠
央
。
槍
恨
切
中
懐
。
不
覚
涙
霜
裳
。
願
子
長
努
力
。
言
笑
莫
相
忘
。
五
言
詩
蓋
自

此
始
。

晨
風
鳴
北
林
。
熔
耀
東
南
飛
。
浮
雲
日
千
里
。
安
知
我
心
悲
。
武
別
陵
詩
日
。
隻
鳧
倶
北
飛
。
一
鳧
濁
南
翔
。
子
當
留
斯
舘
。

後
昭
帝
立
。
與
甸
奴
和
親
。
武
得
還
漢
。
陵
以
詩
贈
別
日
。
携
手
上
河
梁
。
瀞
子
暮
何
之
。
俳
個
践
路
側
。
恨
恨
不
能
辞
。

漢
書
。
李
陵
字
少
卿
。
前
将
軍
李
広
之
孫
。
少
為
侍
建
章
監
。
善
騎
射
。
愛
人
。
謙
遜
下
士
。
甚
得
名
誉
。
武
帝
以
為
有
広

之
風
。
拝
騎
都
尉
。
天
漢
二
年
将
歩
卒
五
千
人
征
甸
奴
。
戦
敗
遂
降
焉
。
初
陵
與
蘇
武
倶
為
侍
中
。
武
使
甸
奴
。
明
年
陵
降
。

〈
注
文
〉

陵
降
凶
奴
。
與
蘇
武
詩
云
。
携
手
上
河
梁
。
瀞
子
暮
何
之
。
其
二
日
。
二
鳧
倶
北
飛
。
一
鳧
濁
南
翔
。
余
自
留
斯
舘
。

風
騒
詩
格

閏

Ｉ

風
騒
詩
格
一
巻
陳
氏
日
。
唐
斉
巳
撰
。
…
…
（
中
略
）
…
…
（
＊
注
小
書
）
李
翰

引
神
仙
傳
。
藥
巴
蜀
郡
人
。
為
桂
陽
太
守
。
漢
帝
召

二
十
有
ｌ
酒
〈
丁
〉
一
四
オ
５
〈
標
題
〉
嘆
酒

■
■
■
日
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ｉ
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臣
能
治
鬼
護
病
。
為
臣
立
廟
。
今
旦
耆
老
皆
入
廟
致
饗
。
是
以
来
遅
。
適
臣
本
県
成
都
市
失
火
。
臣
嘆
酒
為
雨
。
以
滅
火
災
。

其
事
与
成
武
丁
皆
相
類
。
後
一
旦
大
風
天
霧
暗
。
失
巴
所
在
。
尋
問
之
日
。
還
成
都
与
親
戚
別
而
昇
天
実
。
按
東
漢
書
。
巴
実

魏
郡
内
黄
人
。
非
蜀
都
也
。
因
諫
誹
寶
武
。
陳
著
。
帝
怒
自
殺
。
非
昇
天
也
。
伝
但
言
其
有
道
術
。
能
使
鬼
神
。
不
及
嘆
酒
事
。

蓋
与
武
丁
皆
東
漢
人
。
巴
又
喜
為
桂
陽
太
守
。
疑
只
一
事
誤
繋
之
二
人
。
不
然
則
方
伎
幻
化
之
術
偶
同
耳
。
更
俟
識
者
弁
之
。

〈
備
考
〉
ｌ
線
部
が
「
蒙
求
」
「
三
六
五
藥
巴
嘆
酒
」
か
ら
の
引
用
に
な
る
。
こ
の
部
分
、
最
古
注
系
『
蒙
求
』
は
逸
し
て

注
が
存
在
し
な
い
た
め
、
徐
子
光
補
注
本
、
国
会
図
書
館
蔵
大
永
五
年
書
写
本
を
以
て
対
校
資
料
と
し
て
示
し
て
お
く
。

為
尚
書
。
正
朝
大
會
。
巴
独
後
到
。
頗
酒
色
。
不
飲
而
以
酒
望
西
南
嘆
之
。
有
司
奏
巴
大
不
敬
。
詔
間
巴
。
対
日
。
臣
郷
里
以

神
仙
伝
。
藥
巴
蜀
郡
人
。
漢
帝
召
為
尚
書
。
正
朝
大
會
。
巴
独
後
到
。
頗
有
又
飲
酒
。
望
西
南
嘆
之
。
有
司
奏
巴
大
不
敬
。

詔
問
巴
。
巴
対
日
。
臣
郷
里
以
臣
能
治
鬼
護
病
。
為
臣
立
廟
。
今
旦
耆
老
皆
入
廟
致
饗
。
是
以
来
遅
。
適
臣
本
県
成
都
市
失

火
。
臣
嘆
酒
為
雨
。
以
滅
火
災
。
詔
原
罪
。
即
遣
使
往
験
其
言
。
答
云
。
正
旦
失
火
。
食
時
有
大
雨
。
従
東
北
来
。
火
乃
息
。

雨
皆
酒
気
。
後
一
日
大
雨
霧
暗
。
失
巴
所
在
。
尋
問
之
。
其
日
還
成
都
。
与
親
戚
別
去
而
昇
天
美
。
巴
字
叔
元
。
見
後
漢
書
。

ｂ
、
国
会
図
書
館
蔵
大
永
五
年
書
写
本
（
訓
点
を
略
す
）

神
仙
伝
。
藥
巴
字
叔
元
。
蜀
郡
人
也
。
漢
帝
召
為
尚
書
。
正
旦
大
會
群
臣
。
巴
乃
食
酒
望
西
南
而
曜
。
帝
問
其
故
。
答
日
。

蜀
有
火
災
。
故
以
救
之
。
遣
使
往
験
其
言
。
果
日
。
正
旦
失
火
。
有
大
雨
従
東
北
来
。
火
乃
息
。
雨
有
酒
気
也
。

ａ
、
徐
子
光
補
注
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『永楽大典』収載の『蒙求』一群の書について（相田）

前
項
に
示
し
た
『
葉
邦
部
和
李
渤
蒙
求
』
の
他
に
も
「
永
楽
大
典
』
に
は
、
「
蒙
求
』
の
体
裁
に
徴
っ
て
編
纂
さ
れ
た
「
蒙
求
』
の
異

種
群
が
多
数
取
り
込
ま
れ
て
お
り
、
中
に
は
、
そ
こ
か
ら
再
編
さ
れ
て
現
存
し
て
い
る
書
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
書
の
具
体
的
な
解
題
は
別

の
機
会
に
譲
る
こ
と
に
し
て
、
本
項
に
お
い
て
は
、
簡
単
に
そ
の
書
名
と
収
載
位
置
を
示
す
に
と
ど
め
る
。

ィ■■■■■■■■■■■■■■

◎
表
Ⅲ
注
文
に
摂
取
さ
れ
た
異
種
『
蒙
求
』
供
文
一
覧

三
’
二
注
文
に
摂
収
さ
れ
た
異
種
『
蒙
求
』

－

九

■■■■■■■■■■■■■■■■■■

1■1■q■ ‐q■Ⅱ■ｰ1■I■

－

二
六
オ
５

ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■
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三
字
蒙
求

訓
女
蒙
求

書
名

八
八
四
四

一
三
四
五
一

一
八
二
二
三

一
九
六
三
六

九
一

三

二
三
四
五

六
五
二
三

一
○
三
○
九

二
○
八
五
○

巻

一

二
十一

一

十
八

屋漂寅尤

沐像士遊

十
二
支

六
模

八
陽

二
紙

二
質

徴死牧烏屍

韻
・
韻
子
目

一 七 一 四
ウオオウ
2881

二
二
オ
２

二
○
オ
８

五
オ
４

二
三
オ
８

九
オ
８

丁
始

一 七 一 四
ウ
２

ウ
２

ウ
ー

ウ
３

二
二
オ
３

二
○
ウ
ー

三

三

ウ
1

九
ウ
２

丁
終

＊

宋
・
徐
伯
益
撰
。
一
巻
。
永
楽
大

典
本
と
し
て
『
四
庫
全
書
」
子
部
類

書
存
目
に
記
載
。

備
考



。
。
■
０
マ
△
。
▲
守
凸
ワ
▲
▽
●
マ
ａ
■
ぬ
り
▲
Ｕ
・
口
・
■
▲
Ｕ
ａ
ｑ
■
９
▲
■
Ｄ
守
▲
■
Ｕ

事
類
蒙
求

三
五
二
六

三
五
八
四

三
五
八
四

六
五
二
三

六
五
二
三

八
八
四
一

一
一
八
八
八

三
二
四
八

一
四
一
二
四

二
○
三
二

二
二
五
九

二
八
○
八

五
八
四
○

八
○
二
二

八
五
二
七

一
○
三
一
二

一
○
八
一
四

一
一
○
七
七

九
真
一
門
二
一
ォ
４
－
ニ
ォ
６

己・・ 口

九
真
一
尊
二
六
ウ
４
二
六
ウ
５

《◇

＊
趙
万
里
「
永
楽
大
典
輯
供
書
目
』
記
載

● ●

十
八
陽
一
敗
五
オ
８

●◆つ ●

十
八
陽
一
一
○
オ
２
一
○
オ
５

敗

●●●● ●

二
十
尤
一
油
九
ウ
４
九
ウ
５

●参参● ●

十
八
養
一
党
九
ウ
６
九
ウ
８

口・・ ロ

二
十
有
一
藪
五
オ
ー
五
オ
２

口■ロ ■

四
霧
一
境
一
ウ
６
ニ
オ
３

－今 年●

二
質
一
ニ
ニ
ウ
３
一
三
ウ
５

疾

０
０
０
０
０
０
０
６
９
０
０
０
０
０
§
９
伊
０
９
６
６
０
０
り
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
６
９
◆
０
０
０
０
◆
６
０
０
０
９
４
６
０
９
０
０
０
６
９
０
０
０
０
０
■
０
０
６
９
６
り
０
０

口 や 一 ℃

六
模
一
瓠
セ
ウ
７
セ
ウ
８

口・・ ・

八
灰
一
梅
三
オ
５
三
オ
６

つむ・ 一

十
六
麻
一
花
セ
ウ
６
セ
ウ
７

一 つ・ ・

十
九
庚
一
成
九
ウ
７

●つ● ・

十
九
庚
一
精
ニ
ウ
３

参 。

＊
趙
万
里
「
永
楽
大
典
輯
供
書
目
」
記
載

ロ ロ

六
娼
一
母
一
七
ウ
２
一
七
ウ
３

口 口早 ●

八
賄
一
髄
一
三
ウ
２

－●

０
０
０
１
１
１
０
１
Ｉ
０
０
Ｉ
０
１
Ｉ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ⅱ
Ｉ
Ｉ
０
０
９
０
０
０
０
０
１
９
１
８
０
Ｉ
９
Ｉ
Ｉ
０
０
０
０
０
０
０
０
６
０
０
０
０
９
０
６
０
９
０
０

＊
元
・
黎
献
撰
。
九
巻
。
『
国
史
経

籍
志
」
小
学
近
世
蒙
書
に
記
載
。
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『永楽大典』収載の『蒙求』一群の書について（相田）

続
漢
蒙
求

西
漢
蒙
求

続
蒙
求

一
一
九
五
一

三
二
四
八

一
三
九
九
三

一
四
一
二
五

一
四
五
三
七

二
○
三
○
九

一
一
八
八
八

九
二
一

二
四
○
七

二
四
○
八

六
五
二
三

九
七
六
六

一
○
三
一
二

三
二
四
八

一
三
○
八
三

一
三
○
八
四

一
三
○
八
四

二
支
一
師
セ
ウ
６
セ
ウ
７

》
Ｏ
Ｂ
０
ｂ
０
ｂ
Ｏ
８
０
‘
０
０
０
８
０
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
６
８
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
日
０
■
０
０
８
０
０
■
０
８
０
０
０
６
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
０
０
０
｜

●● ●

六
模
一
蔬
セ
ウ
４

◆●● ●

六
模
一
疎
四
オ
３
四
オ
５

』ニー ロ

十
八
陽
一
牧
八
ウ
７
九
オ
ー

。』■ 一

二
十
一
三
巌
一
○
オ
７
一
○
オ
８

。 －

＊
趙
万
里
『
永
楽
大
典
輯
供
書
目
』
記
載

● や

二
十
有
一
走
一
四
オ
３
一
四
オ
５

●● つ 一

一
送
一
一
オ
８
一
ウ
２

働

』“ユロ ロ

ー
送
一
ニ
ウ
７
ニ
ウ
８

横

ロ・・・ ・

一
送
一
二
一
オ
６

控
二
一
オ
５

十
九
梗
一

一己』ロ

二
十
有
一

。●・ロ

三
末
一

口ロ・・一

四
舞
一

●。。●

五
御
一
●●●。◆

二
質
一

一・

己
０
０
８
０
０
８
０
０
８
０
０
日
０
■
０
Ｆ・一

十
八
養
一

党｜乙樹涕涙走頂

三
オ
４

一
九
ウ
２

一
四
ウ
ー

ニ
五
ウ
ー

ー
ニ
オ
ー

ニ
ニ
ウ
７

一
○
オ
８

一
四
ウ
２

二
五
ウ
２

二
一
オ
２

一
○
ウ
２

三
オ
５

＊
三
巻
。
『
新
唐
書
』
芸
文
志
子
部

雑
家
類
に
王
範
、
『
宋
志
』
芸
文
志

子
部
類
事
類
で
は
王
殿
範
と
す
る
。

「
国
史
経
籍
志
』
小
学
近
世
蒙
書
に

は
、
宋
・
野
津
撰
八
巻
の
も
の
も
記

載
さ
れ
る
。

＊
柳
正
夫
撰
。
一
巻
。
「
宋
志
」
芸

文
志
子
部
類
事
類
に
記
載
。
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両
漢
蒙
求

一
三
一
四
○

一
三
一
九
四

一
四
一
二
五

一
四
九
一
二

一
八
二
二
三

一
九
六
三
七

一
九
七
八
二

五
四
一

九
二
二

二
四
○
八

二
四
○
八

二
九
四
九

七
三
二
七

七
七
五
六

七
九
六
○

八
五
二
六

八
八
四
二

八
八
四
四

二 二十十十十十
十十九九九八九六六二’一：一一八六四一一
尤尤庚庚庚陽真模模支東｜屋屋漂暮雲送送

像輔涕中夢遊瀞精興形郎神疎疎師庸i局 目

一一：一一

六三八○八七二四四六六1三七四八二八四
オウオウオウウオオオウiウウウオウオオ
3344617863816554374

四
ウ
６

一
七
ウ
８

三
ウ
８

一
七
オ
ー

一
六
オ
４

四
オ
８

四
ウ
ー

ニ
ウ
８

二八四

ウオオ
485

六三八○八
オウオウオ
44877

＊
宋
・
劉
撰
。
『
宋
史
』
芸
文
志

子
部
類
事
類
記
載
で
は
十
巻
。
『
国

史
経
籍
志
』
小
学
近
世
蒙
書
に
は
、

劉
班
撰
十
巻
。
永
楽
大
典
本
と
し
て

『
四
庫
全
書
』
子
部
類
書
存
目
で
は

劉
班
撰
十
一
巻
と
記
載
。
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『永楽大典」収載の『蒙求』一群の書について（相田）

八
八
四
四

一
○
三
一
○

一
○
八
一
四

一
一
八
八
八

一
一
八
八
八

一
一
八
八
八

一
一
九
○
三

一
二
○
一
七

一
二
○
一
八

一
三
三
四
○

一
三
四
五
三

一
三
四
九
六

一
三
四
九
七

一
三
九
九
三

一
四
一
二
五

一
四
一
二
五

一
四
一
二
五

一
四
七
○
七

二二十十十十
六四四四三二二二二十十八八八八六二十
暮霧雲霧末賓眞眞責有有養養養養婦紙尤

度涕涕涕繋制制士侍友友党党党党母死遊

一
九
ウ
２

一
八
オ
８

一
六
オ
４

セ
ウ
７

八
ウ
６

八
オ
７

ニ
ウ
３

九
ウ
５

－
ウ
４

六
オ
３

三
一
オ
ー

四
ウ
５

一
○
オ
６

一
○
ウ
８

一
九
ウ
８

二
○
オ
ー

ニ
三
オ
４

三
オ
８

一
九
ウ
４

一
八
ウ
ー

一
六
オ
５

八
オ
ー

八
ウ
７

八
オ
８

ニ
ウ
５

一
○
オ
ー

ニ
オ
２

六
オ
５

三
一
オ
２

四
ウ
８

一
○
ウ
ー

ー
ー
オ
ー

二
○
オ
２

二
三
オ
６

三
ウ
２
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以
上
、
非
常
に
些
末
な
観
点
か
ら
で
は
あ
っ
た
が
、
『
永
楽
大
典
』
に
収
載
さ
れ
る
『
蒙
求
」
お
よ
び
、
そ
の
一
群
書
の
供
文
の
検
討

を
試
み
た
。
そ
の
結
果
は
、
当
初
の
期
待
に
反
し
て
明
代
初
期
に
お
け
る
『
蒙
求
』
受
容
の
諸
相
の
複
雑
を
浮
き
彫
り
に
し
た
だ
け
の
よ

う
に
思
え
る
。
抽
出
さ
れ
た
供
文
の
内
、
も
っ
と
も
現
存
『
蒙
求
』
典
籍
と
の
親
近
性
の
高
か
っ
た
も
は
第
三
節
三
’
一
の
Ａ
ｌ
ｌ
．

（
１
）
に
示
し
た
「
五
七
毛
義
奉
撒
」
の
供
文
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
と
て
も
徐
子
光
補
注
本
文
の
節
略
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

『
四
庫
全
書
」
子
部
類
書
存
目
に
「
標
題
補
注
蒙
求
三
巻
」
（
漸
江
飽
士
恭
家
蔵
本
）
と
記
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
が
、
解
題
に
は
、

陳
振
孫
所
謂
兼
及
他
人
事
者
、
皆
為
剛
去
。
而
毎
句
之
下
。
倶
有
評
識
二
字
。
如
好
賢
循
吏
孝
義
廉
介
之
類
。
即
所
謂
標

題
。
蓋
坊
刻
改
寅
之
本
。
不
足
取
也
。

第
四
節
お
わ
り
に

一
四
九
一
二

一
八
二
○
八

一
九
六
三
六

一
九
七
八
三

一
九
七
八
三

二
○
三
○
九

二
○
三
一
一

二
○
三
一
一

二
○
三
二

六
暮

十
八
漂

一
屋

一
屋

一
屋

二
質

二
質

二
質

二
質

疾疾疾壹伏伏 将輔目

○八八○三○七三八
オウオウウウオオウ
562627721

○八八○三○七三八
オウオウウウウオウ
783838452
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『永楽大典』収載の『蒙求』一群の書について（相田）

と
記
さ
れ
、
記
述
を
信
ず
れ
ば
、
徐
子
光
注
本
の
節
略
本
と
判
断
で
き
る
。
こ
の
書
は
、
四
庫
全
書
に
は
採
ら
れ
て
は
い
な
い
が
、
『
永

楽
大
典
』
収
載
の
本
と
何
ら
か
の
関
係
も
あ
る
や
も
し
れ
ぬ
。
し
か
し
、
確
た
る
保
証
も
な
い
故
、
一
案
と
し
て
記
す
に
と
ど
め
る
。

『
永
楽
大
典
』
は
、
そ
の
殆
ど
が
散
供
に
係
り
、
現
存
の
規
模
は
非
常
に
少
な
い
。
本
稿
を
為
す
に
あ
た
り
、
調
査
し
た
『
永
楽
大
典
』

（
８
）

の
巻
々
は
、
張
枕
石
「
永
楽
大
典
史
話
』
付
録
二
「
現
存
《
永
楽
大
典
》
巻
目
表
」
記
載
の
も
の
に
よ
る
が
、
典
籍
の
調
査
の
進
展
に
よ

り
、
今
後
も
新
発
見
の
諸
巻
が
出
現
す
る
可
能
性
も
あ
る
。
新
資
料
の
出
現
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。

［
注
］

（
１
）
「
元
以
前
供
文
秘
典
、
世
所
不
伝
者
、
転
頼
其
全
部
、
全
篇
収
入
」
二
四
庫
全
書
総
目
提
要
』
、
巻
二
六
子
部
類
書
類
存
目
一
、
永
楽
大
典
提

（
２
）

（
３
）

（
４
）

藤
森
賢
一
ヨ
桑
華
蒙
求
』
釈
文
と
出
典
（
ご
」
（
「
高
野
山
大
学
国
語
国
文
」
九
・
十
・
十
一
合
併
号
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月
）

朝
枝
善
照
「
仰
誓
編
『
唱
導
蒙
求
』
研
究
序
説
」
（
「
龍
谷
大
学
論
集
」
、
四
百
二
十
九
号
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
）

徳
田
進
「
「
芸
林
蒙
求
』
の
日
中
比
較
文
学
性
ｌ
富
岡
鉄
斎
旧
蔵
本
に
よ
る
」
（
「
群
馬
女
子
短
期
大
学
紀
要
」
十
三
号
、
昭
和
六
十
一
年
十
二
月
）

徳
田
進
「
「
四
史
蒙
求
』
の
日
中
比
較
文
学
的
価
値
ｌ
未
刊
紹
介
資
料
に
よ
る
ｌ
」
（
「
高
崎
経
済
大
学
論
集
」
三
十
一
巻
三
号
、
昭
和
六
十
三
年

三
月
／
他
に
同
名
題
の
私
家
単
行
版
あ
り
）

徳
田
進
「
邦
人
の
「
禅
蒙
求
」
の
摂
取
と
そ
の
発
展
ｌ
建
仁
寺
旧
蔵
・
現
家
蔵
の
写
本
を
中
心
と
し
て
ｌ
」
（
「
高
崎
経
済
大
学
論
集
」
三
十
二
巻

献
を
紹
介
す
る
。

月
、
汲
古
書
院
）

要
…

な
お
、
蛇
足
な
が
ら
同
稿
で
扱
っ
た
参
考
文
献
以
外
に
も
、
左
記
の
も
《
の
が
確
認
で
き
た
の
で
、
前
稿
を
補
足
す
る
も
の
と
し
て
、
以
下
の
文

松
崎
鶴
雄
「
永
楽
大
典
に
就
い
て
」
二
満
蒙
』
第
十
八
年
四
月
号
、
昭
和
十
二
年
四
月
）

（
１
９
８
５
）

顧
力
仁
『
永
楽
大
典
及
其
輯
供
書
研
究
」
（
文
史
哲
学
集
成
一
二
九
、
文
史
哲
出
版
社
、
中
華
民
国
七
十
四
年
七
月
）
第
四
節
一
○
七
頁

相
田
満
三
蒙
求
』
型
類
書
の
世
界
」
（
和
漢
比
較
文
学
会
編
『
和
漢
比
較
文
学
の
諸
問
題
〈
和
漢
比
較
文
学
叢
書
８
〉
』
、
昭
和
六
十
三
年
三
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（
７
）
顧
力
仁
『
永
楽
大
典
及
其
輯
供
書
研
究
』
（
文
史
哲
学
集
成
一
二
九
、
文
史
哲
出
版
社
、
中
華
民
国
七
十
四
年
七
月
）
三
二
頁

（
８
）
北
京
中
華
書
局
、
一
九
八
六
年
三
月
。

二
号
、
平
成
元
年
九
月
／
他
に
同
名
題
の
私
家
単
行
版
あ
り
）

谷
沢
永
一
「
探
照
燈
組
明
治
の
蒙
求
」
（
「
解
釈
と
鑑
賞
」
五
十
五
巻
一
号
、
平
成
二
年
十
一
月
）

近
藤
良
一
・
監
修
『
禅
苑
蒙
求
』
（
近
思
文
庫
・
編
輯
「
中
日
交
流
叢
書
一
三
、
平
成
三
年
［
民
国
八
十
年
］
七
月
、
東
豊
書
店
）

吉
田
哲
郎
『
年
代
順
桑
華
蒙
求
一
覧
扶
桑
ノ
部
附
足
守
大
守
と
「
桑
華
蒙
求
」
』
（
私
家
版
、
平
成
三
年
十
月
一
日
）

（
５
）
本
文
は
、
新
釈
漢
文
大
系
五
八
『
蒙
求
上
・
下
』
（
早
川
光
三
郎
、
明
治
書
院
、
昭
和
四
十
八
年
八
月
・
十
月
）
に
よ
る
。
同
書
の
本
文
は
、

岡
白
駒
菱
注
本
を
底
本
に
、
傍
ら
寛
永
十
二
（
一
六
三
五
）
刊
本
・
新
刻
蒙
求
・
蒙
求
詳
説
な
ど
を
参
照
し
て
作
成
さ
れ
て
い
る
が
、
本
文
的
に

は
、
四
庫
全
書
所
収
『
蒙
求
集
註
』
を
は
じ
め
、
他
徐
子
光
補
注
系
諸
本
の
想
定
底
本
と
し
て
判
断
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
本
文
を
有
す
る
。

（
６
）
「
後
漢
書
」
の
冒
頭
語
を
有
す
る
も
の
は
、
最
古
注
系
と
目
さ
れ
る
故
宮
博
物
院
蔵
本
お
よ
び
、
そ
の
転
写
本
の
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
み
。

［
付
記
］本
稿
は
、
財
団
法
人
日
本
科
学
協
会
の
平
成
五
年
度
笹
川
研
究
助
成
（
「
幼
学
書
の
享
受
に
現
れ
る
学
問
体
系
の
、
比
較
文
学
的
・
教
育
的
な
研

究
こ
に
よ
っ
て
実
施
し
た
も
の
で
、
そ
の
成
果
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
、
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

「
後
漢
書
」

他
は
「
後
漢
」

と
表
記
さ
れ
る
。

－424－


